
算数オンライン塾 10 月 25 日の問題 解説 
 

（解説） 

 

34 分でグラフが一度０になっていることから、C 君が到着したのは 34 分で、その後 50

分で 2880ｍになりましたから、C 君は 2880÷（50－34）＝180ｍがＣ君の分速にな

ります。 

（答え）180ｍ 

（２）Ｃ君とＡ君がすれ違うのは、Ｎのところです。スタートしてＡ君がＮまで走る距離

と、Ｃ君がＮから 34 分まで走る距離は同じですから、時間の比はＡ：Ｃ＝180：120＝

3：2 になります。したがってＮは 34÷（3＋2）×3＝20.4 分後になります。 

（答え）20.4 分 

 

（３）50 分後にＡ君は120ｍ×50＝6000ｍです。またＲの位置はグラフのＯですから、

Ｐからの距離は 6000－2880＝3120ｍ 

C 君がＲを出たのは 34－16＝18 分後ですから、Ｂ君は 9000－2880＝6120ｍを 18

分で走っているので、分速は 340ｍ。 

したがって 3120÷（340－120）＝
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（１）A 君は 9000m を 75 分で

走るので 9000÷75＝120ｍの

分速です。 

グラフはＰ市から移動している 2

人のうち、近い方の位置を示して

いるので、最初はＡ君の位置が出

て、途中Ｎでグラフが反転してい

るのは、ここからＣ君が近くなっ

たことを表しています。 


